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本書は，「少子化，核家族化における家庭教育振興のプログラム開発に関
する研究」について，次の２点の視点から研究・実践事業に取り組んだ
研究である．  
第１は，中学生，高校生の育児体験に関するプログラムの開発．第２ 
は，父親の子育てに関する学習プログラムの開発についてである． 
 

目次 
Ⅰ．学術フロンティア推進事業について 
Ⅱ．第Ⅰ部門の研究の目的及び構造 
Ⅲ．第１年次研究の報告 
 １．少子化，核家族化における家庭教育振興のプログラムの開発に関する研究 

研究員 塩美佐枝（聖徳大学人文学部児童学科教授） 
小櫃芳江（聖徳大学短期大学部保育科教授） 
近内愛子（聖徳大学短期大学部保育科助教授） 
村田光子（聖徳大学短期大学部保育科助教授） 
吉田佐治子（聖徳大学短期大学部保育科講師） 

   １.研究の目的  ２.研究計画  ３.一年次の研究内容のまとめ 
 ２．幼稚園，保育所，小学校の連携システム開発に関する研究 
   ①幼稚園と保育所の連携に関する研究    

研究員 加藤敏子（聖徳大学人文学部児童学科教授） 
大澤裕（聖徳大学短期大学部保育科助教授） 
岡田耕一（聖徳大学短期大学部保育科教授） 
塚本美知子（聖徳大学短期大学部保育科助教授） 
森川文子（聖徳大学短期大学部保育科助教授） 

     １.平成 15年度の取り組みについて 
２.見学施設について 

     ３.報告会 －幼保一元化モデル園報告会－ 
     ４.今年度研究の総括及び次年度研究の課題 
   ②幼稚園と小学校の連携システム開発に関する研究 

研究員 髙梨珪子（聖徳大学人文学部児童学科教授） 
吉田佐治子（聖徳大学短期大学部保育科講師） 
田口康明（聖徳大学短期大学部保育科助教授） 
湯川秀樹（聖徳大学短期大学部保育科助教授） 

     １.岡山大学教育学部・附属小学校・附属幼稚園における幼稚園・小学校の連携構想 
     ２.お茶の水女子大学附属幼稚園・附属小学校における幼稚園・小学校の連携構想 
     ３.鳴門教育大学教育学部附属幼稚園・同附属小学校における幼小連携の教育課程開発 


